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昭
憲
皇
太
后
が
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
に
遺
し
た
も
の

奥

田

　

環

は
じ
め
に

　

昭
憲
皇
太
后
が
女
子
教
育
の
奨
励
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
多
く
の
先
行
研
究
が
触
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
東
京
女
子
師

範
学
校
と
華
族
女
学
校
の
開
校
及
び
そ
の
後
に
は
、
皇
后
（
当
時
）

自
ら
が
深
く
関
わ
っ
た
（
（
（

。

　

東
京
女
子
師
範
学
校
は
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
御
内
庫
金

五
〇
〇
〇
円
を
下
賜
さ
れ
、
一
一
月
二
九
日
に
皇
后
の
行
啓
を
仰
ぎ

開
校
式
を
挙
げ
た
。
こ
の
時
に
賜
っ
た
令
旨
に
は
、
女
子
教
育
に
対

す
る
皇
后
の
大
き
な
期
待
が
う
か
が
わ
れ
る
（
（
（

。
開
校
当
初
お
茶
の
水

の
地
に
あ
っ
た
同
校
は
、
一
時
期
は
東
京
師
範
学
校
・
高
等
師
範
学

校
に
合
併
さ
れ
そ
の
女
子
部
と
な
る
が
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）

年
に
女
子
高
等
師
範
学
校
と
し
て
分
離
独
立
し
、
一
九
〇
八
（
明
治

四
一
）
年
に
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
（
以
下
、
女
高
師
）
と
改
称
す

る
。
関
東
大
震
災
後
は
大
塚
の
地
に
移
転
し
て
存
続
し
、
一
九
四
九

（
昭
和
二
四
）
年
新
制
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
発
足
に
よ
り
、
一
九
五

二
（
昭
和
二
七
）
年
に
最
後
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
廃
止
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
一
貫
し
て
昭
憲
皇
太
后
に
対
す
る
崇
敬
の
念
は
保
持
さ
れ

続
け
、
そ
れ
が
女
高
師
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す
る
拠
り
所

と
も
な
っ
て
い
た
。

　

本
稿
で
は
、
女
高
師
に
お
け
る
昭
憲
皇
太
后
に
関
わ
る
諸
事
項
を
、

現
在
お
茶
の
水
女
子
大
学
に
伝
わ
る
女
高
師
関
係
資
料
を
も
と
に
ま

と
め
、
女
高
師
の
日
常
に
息
付
い
た
皇
太
后
の
存
在
感
を
提
示
し
て
、

皇
太
后
が
有
形
無
形
に
遺
し
た
も
の
の
意
義
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
す
る
。

一
　
昭
憲
皇
太
后
の
事
績

（
1
）
行
啓
の
諸
相

　

皇
后
当
時
の
行
啓
は
、
女
高
師
で
編
纂
さ
れ
た
沿
革
や
年
史
で
明
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ら
か
に
で
き
、
開
校
式
を
は
じ
め
と
し
て
全
一
二
回
に
及
ぶ
（
（
（

。
そ
の

一
二
回
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
（
（
（

。

　

女
高
師
で
は
、
開
校
式
の
行
啓
を
第
一
回
と
は
数
え
ず
、
翌
一
八

七
六
（
明
治
九
）
年
九
月
二
五
日
の
行
啓
を
第
一
回
と
し
、
最
後
の
一

九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
六
月
三
日
の
行
啓
を
第
一
一
回
行
啓
と
す
る
。

　

し
か
し
、
行
啓
当
時
に
女
高
師
で
作
成
さ
れ
た
「
行
啓
関
係
書

類
」
は
失
わ
れ
て
お
り
、
編
纂
さ
れ
た
年
史
に
記
載
さ
れ
た
事
項
以

上
の
内
容
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
す
る
に
は
、
資
料
不
足
の
感
が
否
め

な
い
。
以
下
、
限
ら
れ
た
資
料
の
な
か
で
可
能
な
限
り
行
啓
に
関
す

る
事
項
を
補
足
し
て
み
よ
う
。

　

一
八
七
六
年
九
月
二
五
日
の
第
一
回
行
啓
で
は
、
本
校
と
小
学
校

の
授
業
を
見
学
し
た
後
、
講
堂
で
優
等
生
に
よ
る
講
義
と
誦
読
を
聴

い
た
（
（
（

。
お
茶
の
水
女
子
大
学
が
保
管
し
て
い
る
第
一
回
生
の
青
山
千

世
の
関
係
資
料
の
な
か
に
、「
明
治
九
年
九
月
二
十
五
日
」
の
日
付

と
「
青
山
千
世
」
の
署
名
が
あ
る
「
論
貧
人
之
子
所
以
受
幸
福
」
と

題
す
る
一
枚
の
手
書
き
の
原
稿
が
あ
る
が
（
（
（

、
こ
れ
が
第
一
回
行
啓
当

日
に
生
徒
代
表
と
し
て
青
山
が
読
み
上
げ
た
作
文
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
青
山
は
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
開
校
式
の
際
に
も
生
徒
代
表
と

し
て
御
前
で
講
話
を
行
い
、
皇
后
か
ら
罫
画
具
一
組
を
下
賜
さ
れ
た

人
物
で
あ
る
（
（
（

。
お
そ
ら
く
前
年
に
引
き
続
き
「
優
等
生
」
の
一
人
と

し
て
青
山
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

行
啓
に
あ
た
っ
て
は
、
当
初
は
半
紙
や
反
物
、
酒
肴
菓
子
等
が
下

賜
さ
れ
た
が
、
第
六
回
行
啓
よ
り
金
員
と
な
り
、
本
校
・
附
属
校
園

に
分
配
さ
れ
、
教
材
や
備
品
の
製
作
や
購
入
に
あ
て
ら
れ
て
、
教
育

環
境
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
四
月
二
五
日
の
第
六
回
行
啓
で
は
、

下
賜
金
に
よ
り
本
校
・
高
等
女
学
校
生
徒
に
別
製
土
佐
日
記
、
小
学

校
児
童
に
別
製
烏
丸
帖
、
幼
稚
園
園
児
に
昔
噺
絵
本
を
調
製
し
、
五

月
二
八
日
の
皇
后
御
誕
辰
日
に
配
付
し
た
（
（
（

。
こ
の
時
の
昔
噺
絵
本
が

現
存
し
て
い
る
（
（
（

。
帙
入
り
の
折
本
で
、
内
容
は
「
桃
太
郎
」「
花
咲

ち
ゝ
い
」「
舌
切
す
ゞ
め
」
で
あ
る
（
写
真
1
）。

　

一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
五
月
一
八
日
の
第
八
回
行
啓
で
も
、

同
様
に
幼
稚
園
園
児
に
は
昔
噺
絵
本
が
分
与
さ
れ
た
（
（（
（

。
こ
れ
も
現
存

し
て
お
り
、
内
容
は
「
桃
太
郎
」
で
あ
る
（
（（
（

（
写
真
2
）。

写真 1　昔噺絵本

写真 2　昔噺絵本
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一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
一
〇
月
二
八
日
の
第
九
回
行
啓
で
は
、

下
賜
金
で
本
校
に
ピ
ン
ポ
ン
、
高
等
女
学
校
に
垂
環
梁
木
、
小
学
校

に
遊
動
円
木
、
幼
稚
園
に
軍
艦
朝
日
の
模
型
が
購
入
さ
れ
た
（
（（
（

。
校
庭

で
生
徒
が
垂
環
と
と
も
に
写
る
写
真
（
（（
（

、
園
庭
で
保
姆
と
園
児
が
軍
艦

模
型
を
囲
む
写
真
（
（（
（

が
残
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
の
も
の
で
あ
ろ
う

（
写
真
3
・
4
）。

　

一
九
一
二
年
六
月
三
日
の
第
一
一
回
行
啓
で
は
、
校
舎
前
で
行
啓

を
迎
え
る
様
を
撮
影
し
た
写
真
が
あ
り
（
（（
（

、
行
啓
記
念
ス
タ
ン
プ
が
製

作
さ
れ
た
（
（（
（

。
こ
れ
ら
の
実
物
や
写
真
は
、
関
係
資
料
に
乏
し
い
明
治

期
の
行
啓
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

下
賜
金
の
使
途
で
特
筆
す
べ
き
は
、
第
一
〇
回
行
啓
に
御
歌
の
写

真
版
を
印
刷
し
て
職
員
・
本
校
及
び
高
等
女
学
校
生
徒
に
配
付
し
た

こ
と
（
（（
（

、
第
一
一
回
行
啓
の
下
賜
金
五
〇
〇
円
を
恩
賜
奨
学
金
と
し
た

こ
と
で
あ
る
（
（（
（

。
御
歌
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

恩
賜
奨
学
金
は
、
七
月
の
明
治
天
皇
の
崩
御
を
受
け
、
六
月
の
行

啓
が
昭
憲
皇
太
后
の
皇
后
と
し
て
の
最
後
の
行
啓
と
な
っ
た
こ
と
を

考
慮
し
、
下
賜
金
を
恩
賜
奨
学
金
と
し
て
永
久
に
保
管
す
る
こ
と
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
恩
賜
奨
学
金
は
昭
和
戦
前
期
ま
で
維
持
さ

れ
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
末
日
現
在
の
残
高
は
、
利

子
も
含
め
て
六
三
〇
円
一
銭
と
な
っ
て
い
た
（
（（
（

。

　

一
方
、
行
啓
時
以
外
に
も
、
下
賜
金
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

例
え
ば
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
一
一
月
二
九
日
に
は
、
開
校
三

〇
年
を
記
念
し
て
、
女
高
師
で
初
め
て
開
校
記
念
式
が
挙
行
さ
れ
た

が
、
そ
れ
を
聞
き
及
ん
だ
皇
后
か
ら
御
菓
子
料
と
し
て
金
二
〇
〇
円

が
下
賜
さ
れ
た
（
（（
（

。
用
途
に
つ
い
て
協
議
の
結
果
、
第
九
回
行
啓
の
下

賜
金
（
二
〇
〇
円
）
の
例
に
な
ら
っ
て
配
当
す
る
こ
と
を
い
っ
た
ん

決
定
す
る
が
、
引
き
続
き
検
討
が
続
け
ら
れ
、
結
局
三
年
後
の
一
九

〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
の
第
三
三
回
開
校
記
念
日
に
、「
開
校
三
十
年

紀（
マ

念マ
）
絵
端
書
」
を
発
行
し
、
三
〇
年
記
念
当
時
の
在
校
職
員
生
徒
と
、

現
在
校
の
人
々
に
配
付
す
る
こ
と
と
し
た
（
（（
（

。

　

女
高
師
の
庶
務
掛
に
よ
る
「
日
誌
」
は
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）

年
度
か
ら
記
さ
れ
て
お
り
（
（（
（

、
そ
れ
以
降
に
あ
っ
た
第
九
回
・
第
一
〇

回
・
第
一
一
回
行
啓
に
つ
い
て
、
簡
単
な
が
ら
記
事
が
あ
る
。

　

第
九
回
に
つ
い
て
は
、
三
日
前
に
電
話
で
行
啓
の
内
定
通
知
が
あ

写真 3　垂環梁木

写真 4　軍艦朝日模型
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り
、
前
日
に
皇
后
宮
職
員
が
来
校
し
た
。
行
啓
当
日
は
「
当
日
之
記

事
ハ
別
ニ
一
部
ヲ
為
シ
テ
第
九
回
行
啓
記
事
ト
題
セ
リ
（
詳
細
ヲ
知

ル
ガ
為
メ
ニ
）」
と
記
さ
れ
、
詳
し
く
は
別
に
書
類
が
作
成
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
（
（（
（

。
そ
し
て
翌
年
五
月
に
下
賜
金
の
使
途
に
つ
い
て
記
載

が
あ
る
（
（（
（

。
内
容
は
先
に
紹
介
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
「
今
回

右
ノ
撮
影
セ
シ
メ
シ
タ
モ
ノ
即
写
真
四
葉
ニ
説
明
書
ヲ
添
ヘ
本
日
学

校
長
宮
内
省
ヘ
出
頭
奉
献
ノ
手
続
ヲ
了
セ
ラ
ル
」
と
あ
っ
て
、
こ
の

時
撮
影
さ
れ
た
も
の
が
、
前
掲
写
真
3
・
4
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
六
月
五
日
の
第
一
〇
回
行
啓
で
は
、

三
日
前
に
皇
后
宮
職
に
よ
り
下
検
分
が
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
次
第

書
に
従
っ
て
講
堂
で
課
業
の
練
習
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
前
日
に
は

皇
后
宮
職
と
宮
内
省
各
寮
か
ら
職
員
が
来
校
し
、
便
殿
そ
の
他
の
装

か
ら
校
長
中
川
謙
二
郎
に
伝
え
ら
れ
て
、
八
名
の
教
官
が
行
啓
に
関

す
る
諸
般
準
備
委
員
に
任
命
さ
れ
た
。
二
九
日
に
は
皇
后
宮
職
員
が

来
校
し
て
下
検
分
を
行
い
、
文
部
省
普
通
学
務
局
長
も
来
校
し
た
。

三
一
日
・
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
生
徒
は
課
業
の
予
行
演
習
に
勤

し
み
、
文
部
大
臣
と
局
長
が
再
び
来
校
、
二
日
は
日
曜
日
で
あ
っ
た

が
職
員
は
出
勤
し
て
、
翌
日
の
行
啓
の
準
備
を
行
っ
た
。
し
か
し
六

月
三
日
の
行
啓
当
日
は
簡
単
な
記
載
の
み
で
、
同
じ
く
「
詳
細
ハ
第

十
一
回
行
啓
関
係
書
類
ニ
ア
リ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
（（
（

。
な
お
、
こ

の
時
の
便
殿
内
の
写
真
が
大
正
期
の
卒
業
記
念
写
真
帖
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
（
（（
（

（
写
真
5
）。

　
「
日
誌
」
に
あ
る
よ
う
に
、
行
啓
に
際
し
て
は
各
回
に
関
係
書
類

を
ま
と
め
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
明
治
期
の
も
の
は
管
見
の
限
り

見
当
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
当
日
の
様
子
は
主
に
『
六
十
年
史
』

で
把
握
し
、
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
前
後
の
様
子
も
含
め

て
「
日
誌
」
を
参
照
し
、
数
多
く
は
な
い
が
実
物
と
写
真
資
料
で
当

時
を
推
し
量
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
2
）
下
賜
品
の
奉
戴

　

開
校
の
令
旨
の
他
、
そ
の
後
の
一
一
回
の
行
啓
の
な
か
で
、
令
旨

を
下
さ
れ
た
の
は
五
回
で
あ
る
。

　

開
校
の
翌
年
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
二
月
一
五
日
に
は
、「
み

か
ゝ
す
は
玉
も
か
ゝ
み
も
な
に
か
せ
ん
学
ひ
の
道
も
か
く
こ
そ
有
け

写真 5　便殿

飾
を
施
し
た
。
当
日
に
つ
い

て
は
簡
単
な
記
載
の
み
で
、

や
は
り
「
当
日
ノ
次
第
書
及

其
他
一
切
ノ
事
項
ハ
第
十
回

行
啓
関
係
書
類
ト
シ
テ
別
ニ

保
存
セ
リ
」
と
す
る
（
（（
（

。

　

最
後
と
な
る
第
一
一
回
行

啓
で
は
、
ま
ず
五
月
一
五
日

に
行
啓
の
御
内
沙
汰
が
文
部

大
臣
に
下
さ
れ
、
秘
書
課
長
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れ
」
と
い
う
御
歌
を
賜
り
、
後
に
譜
を
付
し
て
校
歌
と
し
た
（
（（
（

。
親
筆

と
さ
れ
る
そ
の
色
紙
は
以
後
、
女
高
師
の
象
徴
と
し
て
大
き
な
意
味

を
持
つ
。
御
歌
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
詳
述
す
る
。

　

つ
い
で
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
二
月
一
二
日
に
、
新
設
の
礼

節
教
場
竣
工
に
際
し
、
皇
后
よ
り
教
場
用
に
（
伝
）
酒
井
抱
一
筆
三

幅
対
画
幅
を
下
賜
さ
れ
た
（
（（
（

。
こ
れ
は
後
に
便
殿
の
装
飾
等
に
使
用
さ

れ
た
。

　

そ
し
て
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
四
月
に
昭
憲
皇
太
后
が
崩
御
す

る
と
、
同
年
一
二
月
に
は
女
高
師
に
御
遺
物
と
し
て
梨
子
地
桐
鳳
凰

蒔
絵
御
料
紙
文
匣
・
御
硯
箱
が
下
賜
さ
れ
る
（
（（
（

。
こ
の
時
来
校
し
た
文

部
大
臣
は
、「
記
念
室
」
に
お
い
て
「
昭
憲
皇
太
后
御
遺
物
」「
御
親

筆
ノ
御
歌
」「
御
下
賜
ノ
三
幅
対
」
を
拝
観
し
た
。
こ
の
「
記
念
室
」

は
後
述
す
る
明
治
記
念
室
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
以
降
、
こ
の
三
点

が
昭
憲
皇
太
后
か
ら
受
け
た
恩
恵
の
表
象
と
し
て
あ
り
が
た
い
拝
観

の
対
象
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
は
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災

に
あ
た
っ
て
文
字
通
り
死
守
さ
れ
た
。
震
災
で
女
高
師
に
火
の
手
が

迫
っ
た
時
、
校
長
茨
木
清
次
郎
は
講
堂
に
向
か
い
、
金
庫
か
ら
「
御

真
影
、
御
親
署
勅
語
、
昭
憲
皇
太
后
御
歌
、
御
令
旨
、
昭
憲
皇
太
后

御
遺
物
、
其
の
他
御
下
賜
品
等
、
貴
重
品
の
全
部
」
を
取
り
出
し
、

上
野
へ
と
避
難
す
る
（
（（
（

。
こ
の
時
、
お
茶
の
水
の
女
高
師
は
全
焼
し
た
。

当
時
の
高
等
女
学
校
主
事
・
教
授
藤
井
利
譽
の
回
想
に
は
「
校
長
が

提
灯
を
提
げ
て
先
登
に
立
た
れ
る
。
堀
君
が
御
真
影
の
箱
を
捧
持
し
、

自
分
は
御
下
賜
の
三
幅
対
を
持
つ
」
と
あ
っ
て
、
緊
迫
し
た
様
子
が

う
か
が
わ
れ
る
（
（（
（

。

　

皇
太
后
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
女
高
師
を
特
徴
付
け
る
も
の

と
し
て
、
そ
の
下
賜
品
を
格
別
に
奉
戴
し
、
皇
太
后
と
の
絆
を
強
調

し
て
女
高
師
の
精
神
的
な
支
柱
と
し
、
そ
れ
は
震
災
を
く
ぐ
り
抜
け

守
り
伝
え
ら
れ
て
、
昭
和
戦
前
期
に
至
る
ま
で
保
持
さ
れ
た
。

　

戦
後
、
御
真
影
と
教
育
勅
語
は
返
還
さ
れ
た
が
、
昭
憲
皇
太
后
の

下
賜
品
は
引
き
続
き
お
茶
の
水
女
子
大
学
で
保
管
さ
れ
、
周
年
行
事

な
ど
機
会
が
あ
る
度
に
し
ば
し
ば
展
示
さ
れ
、
大
学
史
を
物
語
る
貴

重
品
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
現
在
は
、
お
茶
の
水
女
子

大
学
歴
史
資
料
館
で
展
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
で
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

二
　
明
治
時
代
の
顕
彰

（
1
）
明
治
記
念
室
の
設
置

　
『
六
十
年
史
』
で
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
一
一
月
二
九
日
に
、

皇
后
（
貞
明
皇
后
）
の
意
を
受
け
た
伏
見
宮
博
恭
王
妃
経
子
を
迎
え

て
、
開
校
四
〇
年
分
立
二
五
年
記
念
式
を
挙
行
し
た
際
に
、「
此
の

佳
日
、
昭
憲
皇
太
后
の
御
下
賜
品
・
御
遺
物
等
の
保
管
並
び
に
明
治

時
代
に
於
け
る
我
が
国
文
化
の
変
遷
・
発
達
を
記
念
す
べ
き
物
品
を
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側
入
口
の
上
に
、
三
親
王
と
維
新
の
朝
臣
、
明
治
年
間
の
総
理
大
臣

の
肖
像
画
を
掛
け
る
。

　

そ
し
て
東
壁
の
上
部
に
御
所
の
図
五
点
を
掲
げ
、
そ
の
下
中
央
に

「
帝
国
領
土
拡
張
図
」「
日
清
・
日
露
両
大
戦
役
の
地
図
」、
そ
の
左

右
に
明
治
年
間
諸
般
の
進
歩
を
示
す
図
表
を
掛
け
る
。

　

ま
た
「
上
記
の
中
に
て
御
下
賜
三
幅
対
並
に
昭
憲
皇
太
后
御
遺
物

は
特
別
の
場
合
に
限
り
拝
観
す
る
も
の
と
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
御

歌
の
実
物
、
三
幅
対
画
幅
、
御
遺
物
の
貴
重
品
は
こ
の
部
屋
に
常
時

陳
列
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
貴
重
品
は
講
堂
の
金
庫
で
保
管

し
、
必
要
に
応
じ
て
拝
観
に
供
さ
れ
た
。

　

こ
の
時
の
明
治
記
念
室
の
写
真
が
卒
業
記
念
写
真
帖
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
（
（（
（

（
写
真
6
）。

　

正
面
が
西
壁
で
、
中
央
に
御
真
影
を
奉
安
す
る
戸
張
と
二
枚
の
額
、

御
遺
物
が
見
え
、
右
側
の
北
壁
に
は
昭
憲
皇
太
后
が
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

に
学
ん
だ
十
二
徳
の
御
歌
の
額
と
、
三
幅
対
画
幅
が
掛
け
ら
れ
て
い

る
。『
母
校
開
校
四
十
年
分
立
廿
五
年
記
念
号
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の

部
屋
は
第
一
一
回
行
啓
時
の
便
殿
で
あ
っ
た
と
い
う
。
従
っ
て
、
写

真
6
の
明
治
記
念
室
と
写
真
5
の
便
殿
は
同
じ
部
屋
で
あ
る
。

　

同
書
に
「
昨
年
五
月
之
が
調
査
に
関
す
る
委
員
十
二
名
を
教
授
中

よ
り
任
命
せ
ら
れ
、
爾
来
漸
く
其
の
計
画
施
設
の
歩
を
進
め
、
内
容

の
充
実
は
猶
多
年
の
後
を
期
す
べ
き
な
れ
ど
、
今
回
の
開
校
紀（

マ

念マ
）
日

を
機
と
し
て
開
室
す
る
こ
と
ゝ
せ
り
」
と
あ
り
、
明
治
記
念
室
は
前

陳
列
す
る
為
に
、
明
治
記
念
室
を
新
設
し
た
」
と
す
る
。
こ
れ
は
当

時
の
校
長
中
川
謙
二
郎
の
発
議
で
あ
っ
た
（
（（
（

。
明
治
記
念
室
は
東
校
舎

二
階
の
歴
史
教
官
・
標
本
室
の
隣
に
設
置
さ
れ
、
歴
史
科
主
任
教
授

下
村
三
四
吉
が
明
治
記
念
室
主
任
を
務
め
、
展
示
計
画
も
下
村
を
中

心
と
し
て
行
わ
れ
た
（
（（
（

。
そ
の
目
的
は
、
明
治
時
代
の
顕
彰
、
師
範
教

育
の
徹
底
、
国
民
道
徳
及
び
歴
史
教
授
の
資
料
に
供
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　

室
内
の
装
飾
に
つ
い
て
は
、『
母
校
開
校
四
十
年
分
立
廿
五
年
記

念
号
』
に
具
体
的
な
記
載
が
あ
る
（
（（
（

。
以
下
に
要
約
す
る
。

　

部
屋
の
西
壁
に
、
奉
掲
所
を
設
け
て
御
真
影
を
掲
げ
、
そ
の
下
に

五
箇
条
御
誓
文
と
御
歌
の
写
真
版
の
額
、
さ
ら
に
そ
の
下
の
壇
上
に

御
遺
物
で
あ
る
文
匣
・
硯
箱
を
奉
置
し
、
そ
の
左
右
に
六
点
の
勅
語

の
写
し
を
掲
げ
る
。
ま
た
そ

の
北
側
上
部
に
は
御
陵
の
写

真
二
点
を
掲
げ
る
。

　

南
壁
に
は
「
明
治
天
皇
御

即
位
式
図
」
を
掲
げ
る
。
北

壁
に
は
、
そ
の
西
側
上
部
に

「
昭
憲
皇
太
后
十
二
徳
御
歌
」

の
額
を
掲
げ
、
そ
の
下
に

（
伝
）
酒
井
抱
一
筆
三
幅
対

画
幅
を
掛
け
る
。
そ
し
て
東

写真 6　明治記念室
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と
い
う
。
す
な
わ
ち
こ
の
部
屋
は
、
単
に
明
治
時
代
を
記
念
し
顕
彰

す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
昭
憲
皇
太
后
の
関
わ
り
と
そ
の
恩
恵
を
あ
ら

た
め
て
知
ら
し
め
、
記
憶
に
留
め
る
場
、
皇
太
后
と
つ
な
が
る
場
、

女
高
師
の
存
在
意
義
を
再
確
認
す
る
場
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
い
わ

ば
自
校
史
教
育
の
場
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

そ
の
後
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
度
ま
で
は
、「
日
誌
」
に
記
念
室

に
つ
い
て
の
記
載
が
散
見
さ
れ
る
。
内
外
に
対
し
開
室
し
て
、
貴
重

品
を
拝
観
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
一
九
一
六
（
大
正
五
）

年
一
〇
月
二
三
日
の
皇
后
行
啓
や
、
一
九
一
八
年
六
月
五
日
の
東
伏

見
宮
妃
周
子
台
覧
の
際
に
は
、
教
授
下
村
の
説
明
に
よ
り
記
念
室
を

案
内
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

し
か
し
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
度
に
な
る
と
記
念
室
に
関
す

る
記
事
が
な
く
な
る
。
同
年
度
の
『
一
覧
』
の
構
内
略
図
で
は
、
そ

の
前
年
ま
で
記
念
室
で
あ
っ
た
部
屋
が
、
修
身
教
育
教
官
室
と
な
っ

て
い
る
（
（（
（

。
同
年
四
月
に
図
画
専
修
科
が
設
置
さ
れ
、
校
舎
内
の
教
室

の
大
幅
な
配
置
換
え
が
行
わ
れ
た
の
で
、
そ
の
際
に
記
念
室
が
取
り

払
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
先
の
小
林
も
触
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
こ
の
恰
好
の
記
念
室
が
、
中
川
校
長
御
退
職
後
間
も
な
く
廃
毀
せ

ら
れ
た
こ
と
は
、
先
生
の
最
も
痛
恨
せ
ら
れ
て
居
つ
た
所
で
、
私
も

度
々
承
つ
た
所
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
事
業
は
、
規
則
の
更
改
や
、

教
授
の
交（

マ

迭マ
）
な
ど
ゝ
は
事
か
は
り
、
何
人
が
局
に
当
る
と
も
、
創
始

年
か
ら
準
備
さ
れ
、
す
で
に
部
屋
自
体
は
存
在
し
て
い
た
。『
六
十

年
史
』
に
よ
る
「
新
設
」
の
語
は
、
開
校
記
念
日
に
あ
た
り
、
伏
見

宮
妃
の
御
覧
に
入
れ
る
と
と
も
に
、
初
め
て
一
般
に
公
開
し
た
と
い

う
意
味
に
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
の
経
緯
を
「
日
誌
」
で
見
て
み
よ
う
。
明
治
記
念
室
の
初
見
は
、

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
四
月
二
八
日
で
あ
る
。
こ
の
時
「
明
治
記

念
室
ニ
関
ス
ル
調
査
委
員
」
が
九
名
任
じ
ら
れ
、
三
〇
日
に
は
早
速

第
一
回
の
調
査
委
員
会
が
開
か
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
三
名
が
追
加

で
任
じ
ら
れ
、
委
員
は
一
二
名
と
な
る
（
（（
（

。
委
員
の
一
人
で
あ
る
教
授

小
林
照
朗
は
「
歴
史
科
主
任
教
授
下
村
三
四
吉
氏
が
そ
の
委
員
長
と

し
て
、
特
に
非
常
に
尽
力
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
費

用
も
尠
な
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
つ
た
」
と
回
想
す
る
（
（（
（

。
同
年
度
の

『
一
覧
』
の
構
内
略
図
に
は
す
で
に
明
治
記
念
室
が
記
さ
れ
て
お
り
（
（（
（

、

そ
の
整
備
は
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
一
月
に
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
の
修
学
旅
行
一
行
が
来
校
し

た
際
に
、
記
念
室
で
御
歌
と
三
幅
対
画
幅
を
拝
観
さ
せ
て
お
り
（
（（
（

、
こ

の
頃
に
は
部
屋
の
体
裁
が
整
い
、
貴
重
品
を
陳
列
し
て
見
せ
る
場
と

し
て
機
能
し
始
め
て
い
た
と
言
え
る
。

　

小
林
に
よ
れ
ば
、
先
に
挙
げ
た
目
的
に
加
え
、
校
長
中
川
の
「
特

に
本
校
開
設
当
時
以
来
昭
憲
皇
太
后
陛
下
よ
り
特
別
の
御
恩
寵
に
浴

し
奉
つ
て
居
る
本
校
特
殊
の
歴
史
を
尊
重
し
、
之
を
記
念
し
奉
り
、

生
徒
の
頭
脳
に
印
象
づ
け
た
い
と
の
御
趣
旨
も
加
は
つ
て
居
つ
た
」
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者
の
精
神
を
尊
重
し
、
そ
の
事
業
を
継
承
せ
し
め
た
い
も
の
で
あ
つ

た
」
と
い
う
。

　

明
治
記
念
室
の
発
議
者
で
あ
る
中
川
に
代
わ
っ
て
、
湯
原
元
一
が

校
長
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
六
月
の
こ
と

で
あ
る
。
中
川
と
湯
原
の
性
格
の
相
違
は
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
（
（（
（

、
一
言
で
ま
と
め
る
と
守
旧
的
で
謹
直
厳
格
な
中
川
に
対
し

て
、
湯
原
は
改
革
的
で
積
極
性
が
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
湯
原
は
、
そ

の
時
の
女
高
師
に
明
治
記
念
室
は
必
要
な
し
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

小
林
の
文
章
に
は
、
暗
に
湯
原
へ
の
批
判
が
見
て
と
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
一
一
月
三
日
、
明
治
記
念

室
は
復
活
す
る
。
当
日
は
明
治
神
宮
祭
に
あ
た
り
、
職
員
生
徒
一
同

は
記
念
室
で
明
治
天
皇
の
御
親
署
教
育
勅
語
、
御
歌
、
三
幅
対
画
幅
、

御
遺
物
を
拝
観
後
、
神
宮
に
参
拝
す
る
の
で
あ
る
（
（（
（

。
一
九
二
三
（
大

正
一
二
）
年
四
月
に
は
校
舎
内
の
教
室
変
更
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の

時
の
教
室
配
置
図
を
見
る
と
、
以
前
と
同
じ
場
所
に
記
念
室
が
設
置

さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
そ
し
て
再
び
記
念
室
に
つ
い
て
の
記
載
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
（
（（
（

。

　

復
活
の
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
が
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年

一
一
月
に
校
長
が
湯
原
か
ら
茨
木
清
次
郎
に
交
代
し
て
お
り
、
校
長

の
考
え
方
の
違
い
な
ど
も
そ
の
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
と
想
像
す

る
。

　

こ
の
よ
う
に
大
正
期
に
は
、
前
代
の
明
治
期
を
顕
彰
し
、
昭
憲
皇

太
后
の
遺
徳
を
偲
び
、
女
高
師
の
成
り
立
ち
を
確
認
す
る
場
と
し
て

明
治
記
念
室
が
存
在
し
た
が
、
そ
れ
は
関
東
大
震
災
で
烏
有
に
帰
す

こ
と
と
な
っ
た
。

（
2
）
皇
太
后
の
追
慕
と
継
承

　

昭
憲
皇
太
后
の
不
例
が
発
表
さ
れ
た
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
三

月
二
七
日
、
女
高
師
で
は
当
日
の
卒
業
生
の
謝
恩
会
と
送
別
会
の
余

興
と
音
楽
を
中
止
し
て
、
謹
慎
の
意
を
表
明
し
た
（
（（
（

。
四
月
一
一
日
に

は
皇
太
后
の
崩
御
に
よ
り
、
始
業
式
を
中
止
し
、
職
員
生
徒
を
講
堂

に
集
め
て
校
長
の
訓
示
を
行
っ
た
（
（（
（

。
つ
い
で
入
学
式
を
挙
行
し
た
後
、

当
日
を
休
業
と
す
る
。
五
月
二
四
日
の
大
喪
儀
に
際
し
て
は
、
講
堂

で
遥
拝
式
を
挙
げ
、
職
員
生
徒
一
同
で
代
々
木
葬
場
殿
前
第
一
奉
送

場
へ
向
か
っ
た
（
（（
（

。

　

翌
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
は
、
例
年
四
月
一
一
日
で
あ
る
入
学

式
を
翌
日
に
変
更
し
、
昭
憲
皇
太
后
一
周
年
祭
儀
式
を
行
い
、
一
九

一
七
（
大
正
六
）
年
四
月
一
一
日
に
は
、
入
学
式
後
に
、
三
年
式
年

祭
日
儀
式
を
行
っ
て
、
皇
太
后
の
御
真
影
を
拝
し
た
（
（（
（

。

　

ま
た
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
五
月
二
八
日
の
遠
足
会
の
日
に
は
、

職
員
生
徒
が
朝
ま
ず
講
堂
に
参
集
し
、
皇
太
后
の
御
真
影
を
拝
し
て

か
ら
、
目
的
地
へ
と
向
か
っ
た
（
（（
（

。
こ
の
五
月
二
八
日
は
「
昭
憲
皇
太

后
ノ
地
久
節
」
と
し
て
女
高
師
で
は
し
ば
ら
く
皇
太
后
を
偲
ぶ
日
と

な
っ
た
。
一
九
一
七
年
に
は
、
皇
太
后
を
記
念
す
る
た
め
に
、
本
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校
・
第
六
臨
時
教
員
養
成
所
の
生
徒
及
び
幼
稚
園
園
児
が
講
堂
に
参

集
し
、
校
長
の
訓
示
の
後
、
御
真
影
を
拝
し
校
歌
を
奉
唱
し
て
か
ら
、

校
庭
で
運
動
会
を
行
い
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
は
、
本
校
・

養
成
所
・
高
等
女
学
校
の
生
徒
が
講
堂
に
参
集
し
、
御
真
影
を
拝
し

て
か
ら
、
平
常
授
業
を
行
っ
て
い
る
（
（（
（

。

　

昭
憲
皇
太
后
と
女
高
師
と
の
密
接
な
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
次
代

の
皇
后
に
も
引
き
継
が
れ
、
常
に
回
顧
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

そ
れ
は
大
正
・
昭
和
戦
前
期
に
女
高
師
に
も
た
ら
さ
れ
た
四
通
の
令

旨
が
、
み
な
昭
憲
皇
太
后
の
遺
徳
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
表
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
一
九
一
五
年
一
一
月
二
九
日
開
校
四
〇
年
分

立
二
五
年
記
念
式
台
覧
の
伏
見
宮
博
恭
王
妃
経
子
令
旨
、
②
一
九
二

五
（
大
正
一
四
）
年
一
一
月
二
九
日
開
校
五
〇
年
記
念
式
行
啓
の
皇

后
（
貞
明
皇
后
）
令
旨
、
③
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
三
月
二
七
日
行

啓
の
皇
后
（
香
淳
皇
后
）
令
旨
、
④
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
一
〇
月

二
九
日
開
校
六
〇
年
記
念
式
行
啓
の
皇
后
（
香
淳
皇
后
）
令
旨
で
あ

る
（
（（
（

。

　

い
ず
れ
も
開
校
時
の
昭
憲
皇
太
后
の
関
与
に
言
及
し
、
女
高
師
の

発
展
の
淵
源
を
そ
こ
に
見
て
、
皇
太
后
の
遺
範
に
従
っ
て
女
子
教
育

の
さ
ら
な
る
振
興
を
望
む
。
貞
明
皇
后
・
香
淳
皇
后
と
も
に
前
代
を

継
承
し
、
開
校
時
よ
り
一
貫
し
て
語
ら
れ
る
昭
憲
皇
太
后
の
範
を
踏

襲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

開
校
記
念
式
で
は
昭
憲
皇
太
后
か
ら
賜
っ
た
開
校
の
令
旨
が
奉
読

さ
れ
る
な
ら
わ
し
で
あ
っ
た
（
（（
（

。
開
校
五
〇
年
以
後
は
、
こ
れ
に
貞
明

皇
后
か
ら
賜
っ
た
令
旨
（
②
）
を
加
え
、
開
校
六
〇
年
以
後
は
、
②

に
替
え
て
香
淳
皇
后
か
ら
賜
っ
た
令
旨
（
④
）
が
奉
読
さ
れ
る
が
（
（（
（

、

開
校
の
令
旨
は
常
に
奉
読
さ
れ
、
そ
の
教
え
を
徹
底
し
て
伝
え
た
の

で
あ
る
。

　

関
東
大
震
災
で
全
焼
し
た
女
高
師
は
、
新
校
地
と
し
て
大
塚
の
地

（
現
お
茶
の
水
女
子
大
学
所
在
地
）
を
交
付
さ
れ
、
一
九
三
六
（
昭
和
一

一
）
年
一
一
月
に
本
校
・
附
属
校
園
す
べ
て
の
移
転
が
完
了
し
た
。

　

こ
の
時
、
新
講
堂
の
正
面
舞
台
の
左
右
に
掲
げ
る
明
治
天
皇
・
昭

憲
皇
太
后
の
肖
像
画
が
制
作
さ
れ
た
。「
明
治
天
皇
像
」
は
松
岡
映

丘
、「
昭
憲
皇
太
后
像
」
は
矢
澤
弦
月
の
手
に
よ
り
、
と
も
に
一
九

三
三
（
昭
和
八
）
年
の
作
に
な
る
（
（（
（

。
写
真
7
は
「
昭
憲
皇
太
后
像
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
御
真
影
を
も
と
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

写真 7　昭憲皇太后像
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写
真
8
は
、
一
九
四
〇

（
昭
和
一
五
）
年
一
二
月
三
日

皇
后
行
啓
の
際
の
、
講
堂
に

お
け
る
奉
迎
式
の
様
子
で
あ

る
（
（（
（

。
正
面
舞
台
に
向
っ
て
右

上
に
「
昭
憲
皇
太
后
像
」
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
見
え

る
。
平
時
は
覆
い
が
施
さ
れ
、

儀
式
の
際
に
覆
い
を
あ
げ
て

像
を
現
し
た
。

九
七
（
明
治
三
〇
）
年
で
あ
る
。
一
〇
月
四
日
の
保
姆
養
成
科
第
一

回
卒
業
式
の
式
次
第
書
に
「
唱
歌　

皇
后
陛
下
御
歌　

み
か
ゝ
す

は
」
と
あ
り
、
こ
の
時
卒
業
式
で
歌
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
（
（（
（

。
一

八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
度
『
一
覧
』
の
「
式
日
及
儀
式
次
第
」
に

よ
れ
ば
、「
皇
后
陛
下
御
誕
辰
祝
賀
式
」「
学
年
始
業
式
」「
卒
業
式
」

で
「
御
詠　

み
か
ゝ
す
は
」
を
歌
う
こ
と
と
定
め
て
い
る
（
（（
（

。

　

一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
度
『
一
覧
』
の
「
沿
革
略
」
に
「
同

（
明
治
）
九
年
二
月　

皇
后
陛
下
御
詠
ヲ
賜
フ
、
奉
シ
テ
校
歌
ト
ナ

ス
」
と
あ
る
の
が
、「
校
歌
」
の
語
の
初
見
で
あ
り
（
（（
（

、
同
時
期
の

「
女
子
高
等
師
範
学
校
沿
革
大
要
」
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
の
で
、

こ
の
頃
に
は
「
校
歌
」
と
し
て
の
認
識
の
も
と
、
式
典
で
歌
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
卒
業
式
の
式
次
第
書
に
「
校
歌
」

の
語
が
記
載
さ
れ
る
の
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
か
ら
で
あ
り
（
（（
（

、

同
年
度
『
一
覧
』
で
も
、「
式
日
及
儀
式
次
第
」
に
お
い
て
「
校
歌

　

御
下
賜
御
歌
み
か
ゝ
す
は
」
と
記
す
よ
う
に
な
る
（
（（
（

。

　

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
度
『
一
覧
』
以
降
は
、
御
歌
を
唱
歌

す
る
の
は
皇
后
御
誕
辰
日
と
卒
業
式
と
さ
れ
た
が
、
一
九
〇
四
（
明

治
三
七
）
年
よ
り
開
校
記
念
式
を
行
う
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
際
に

も
歌
う
よ
う
に
な
っ
た
（
（（
（

。
そ
れ
以
後
、
皇
后
・
皇
太
后
御
誕
辰
日
、

開
校
記
念
式
、
卒
業
式
で
の
唱
歌
が
定
着
す
る
。
な
お
一
九
一
六

（
大
正
五
）
年
に
な
っ
て
開
校
記
念
式
の
次
第
を
正
式
に
定
め
（
（（
（

、
一
九

一
七
（
大
正
六
）
年
度
『
一
覧
』
以
降
は
、
式
日
規
程
に
新
た
に
開

写真 8　講堂の奉迎式

　

昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
の
新
講
堂
の
装
飾
に
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇

太
后
の
肖
像
画
を
据
え
た
こ
と
は
、
単
に
記
念
や
懐
古
の
情
に
と
ど

ま
ら
ず
、
皇
太
后
の
遺
範
に
従
っ
て
女
子
教
育
に
携
わ
る
女
高
師
の

使
命
と
自
ら
の
存
在
理
由
を
内
外
に
示
す
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
積
極
的
に
昭
憲
皇
太
后
と
の
関
係
性
を
維
持
し
、「
皇
太
后

に
見
守
ら
れ
て
い
る
女
高
師
」
を
あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
、
共
同
体

と
し
て
の
女
高
師
を
統
べ
る
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

三
　
御
歌
の
意
義

（
1
）
校
歌
と
し
て
歌
わ
れ
て

　

御
歌
が
生
徒
一
同
に
よ
り
唱
歌
さ
れ
た
資
料
上
の
初
見
は
、
一
八
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校
記
念
式
が
加
え
ら
れ
て
、
そ
の
次
第
に
御
歌
の
唱
歌
と
開
校
の
令

旨
の
奉
読
が
明
記
さ
れ
た
（
（（
（

。

　

ま
た
、
御
歌
は
皇
后
の
行
啓
時
に
も
奉
唱
さ
れ
た
。
こ
れ
は
昭
憲

皇
太
后
（
当
時
は
皇
后
）
の
第
九
回
行
啓
（
一
九
〇
二
年
）
か
ら
認
め

ら
れ
、
次
代
の
貞
明
・
香
淳
皇
后
の
行
啓
時
に
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
女
高
師
で
は
昭
和
戦
前
期
に
至
る
ま
で
、
皇
后
・

皇
太
后
御
誕
辰
日
、
開
校
記
念
式
、
卒
業
式
、
行
啓
時
に
、
校
歌
と

し
て
御
歌
を
唱
歌
し
た
。
特
に
皇
后
と
関
連
が
深
い
式
典
に
歌
わ
れ
、

そ
こ
で
ま
た
昭
憲
皇
太
后
と
の
絆
を
繰
り
返
し
確
認
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
一
〇
月
に
伺
を
経
て
、
宮

内
省
式
部
寮
雅
楽
課
伶
人
東
儀
季
熙
に
よ
る
譜
が
付
さ
れ
た
際
、
曲

は
「
学
道
」
と
題
す
る
壹
越
調
律
旋
の
も
の
で
、
墨
譜
で
あ
っ
た
（
（（
（

。

そ
れ
が
ど
の
段
階
で
、「
み
か
ゝ
す
は
」
と
称
さ
れ
、
五
線
譜
に
移

さ
れ
て
、
現
在
ま
で
歌
い
継
が
れ
て
い
る
西
洋
風
の
旋
律
に
改
め
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
女
子
高
等
師
範
学
校
記
事
」
の
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
五
月

二
六
日
の
記
事
に
は
、「
皇
后
陛
下
特
賜
御
詠
撰
譜
方
ヲ
高（

マ

範マ
）
学
校

ニ
依
願
シ
印
刷
ノ
上
職
員
生
徒
児
童
幼
児
本
校
卒
業
生
各
府
県
尋
常

師
範
学
校
同
高
等
女
学
校
（
中
略
）
ヘ
配（
マ

布マ
）
セ
リ
」
と
あ
る
（
（（
（

。
高
等

師
範
学
校
に
依
頼
し
御
歌
の
撰
譜
を
し
て
、
そ
れ
を
印
刷
し
、
関
係

者
に
配
付
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
再
版
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
現
存
す
る
。
二
〇
・
二
×

二
七
・
八
㎝
の
一
枚
の
紙
に
両
面
印
刷
し
た
も
の
を
二
つ
折
り
に
し
、

「
皇
后
陛
下
特
賜
御
詠
」
と
表
題
が
あ
る
（
（（
（

。
開
く
と
右
に
御
歌
、
左

に
五
線
譜
に
書
か
れ
た
楽
譜
が
載
る
（
写
真
9
・
10
）。
楽
譜
は
ニ
長

調
で
、
旋
律
は
現
在
歌
わ
れ
て
い
る
も
の
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ

こ
に
「
高
等
師
範
学
校
附
属
音
楽
学
校
謹
撰
楽
譜
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
初
版
が
「
明
治
二
十
九
年
五
月
十
八
日
」
の
発
行
で
、
そ
の
後

「
同
三
十
一
年
十
月
四
日
」
と
「
同
三
十
八
年
三
月
廿
九
日
」
に
再

版
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
発
行
の
も
の

に
な
る
。

　

お
そ
ら
く
こ
れ
が
、
先
の
一
八
九
六
年
五
月
に
印
刷
し
て
配
付
さ

れ
た
も
の
と
同
様
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
年
五
月
一
八
日
は
、
皇
后

写真 9　皇后陛下特賜御詠（表）

写真 10　皇后陛下特賜御詠（裏）
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の
第
八
回
行
啓
に
あ
た
る
。
そ
れ
を
期
に
、
御
歌
を
楽
譜
に
表
し
た

も
の
を
印
刷
し
配
付
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
よ
り
、

職
員
生
徒
に
校
歌
と
し
て
の
御
歌
と
、
そ
の
旋
律
を
周
知
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

こ
の
楽
譜
は
繰
り
返
し
増
刷
さ
れ
、
一
九
一
六
年
四
月
に
は
表
題

を
「
校
歌　

昭
憲
皇
太
后
御
下
賜
御
歌
」
と
改
め
た
（
（（
（

。

　

こ
う
し
て
一
八
九
〇
年
代
後
半
に
定
着
し
た
西
洋
風
旋
律
の
校
歌

「
み
か
ゝ
す
は
」
は
久
し
く
歌
い
継
が
れ
て
、
現
在
も
お
茶
の
水
女

子
大
学
の
校
歌
「
み
が
か
ず
ば
」
と
し
て
、
入
学
式
、
卒
業
式
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
、
周
年
記
念
式
典
に
唱
歌
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
一
七
年
一
月
に
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
に
貞
明
皇
后
よ
り

御
歌
が
下
賜
さ
れ
た
際
（
（（
（

、
校
長
中
川
謙
二
郎
は
祝
辞
を
送
っ
た
（
（（
（

。
中

川
は
ま
ず
昭
憲
皇
太
后
の
御
歌
が
学
習
院
女
学
部
（
下
賜
当
時
は
華

族
女
学
校
）
と
女
高
師
に
下
賜
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
、
両
校
が
そ
れ

を
奉
唱
し
て
学
問
の
道
の
指
針
と
し
て
き
た
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し

て
こ
の
度
の
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
へ
の
御
歌
の
下
賜
が
、
女
子

教
育
界
全
体
の
名
誉
で
あ
る
こ
と
を
祝
す
。

　

中
川
の
言
に
は
、
御
歌
の
下
賜
の
意
義
が
う
か
が
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
女
高
師
に
と
っ
て
校
歌
は
、
皇
太
后
の
期
待
に
応
え
学
問
に
邁

進
す
る
精
神
を
培
う
、
い
わ
ば
校
訓
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
御
歌
の
拝
観
と
御
歌
写
の
配
付

　

そ
れ
で
は
、
下
賜
さ
れ
た
御
親
筆
の
御
歌
の
色
紙
は
ど
の
よ
う
に

扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
三
月
に
女
高
師
と
し
て
分
離
独
立
し

た
当
初
、
天
皇
・
皇
后
の
御
真
影
と
御
歌
は
額
装
し
て
講
堂
に
掲
げ
、

式
日
以
外
は
覆
い
を
か
け
て
お
い
た
が
、
そ
の
後
、
白
木
の
箱
に
納

め
錠
を
お
ろ
し
て
、
土
蔵
に
安
置
し
た
と
い
う
（
（（
（

。
御
歌
の
額
の
裏
面

に
は
下
賜
の
経
緯
が
記
さ
れ
、「
之
ヲ

校
ノ
楣
間
ニ
掲
ケ
以
テ
生

徒
ノ
炯
鑑
ニ
供
セ
ン
ト
ス
」
と
あ
っ
て
、
額
を
掲
げ
て
生
徒
の
意
識

の
発
揚
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
六
十
年
史
』
に
は
、
同
年
一
〇
月
に
御
親
署
教
育
勅
語
（
以
下
、

御
親
署
勅
語
）
が
下
賜
さ
れ
た
際
、
拝
受
し
た
箱
を
さ
ら
に
桐
白
木

製
の
外
箱
に
納
め
錠
を
お
ろ
し
て
、
土
蔵
内
の
金
庫
に
安
置
し
、
翌

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
一
月
に
文
部
省
か
ら
交
付
さ
れ
た
教
育

勅
語
謄
本
は
額
装
し
て
、
御
真
影
、
御
歌
と
と
も
に
白
木
箱
に
納
め

錠
を
お
ろ
し
て
土
蔵
に
安
置
し
た
と
あ
る
（
（（
（

。
こ
う
し
て
貴
重
品
は
土

蔵
に
お
い
て
保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
土
蔵
は
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
七
月
に
取
り
払
わ
れ
、

貴
重
品
は
一
時
事
務
室
向
か
い
の
部
屋
に
移
さ
れ
る
（
（（
（

。
そ
し
て
一
八

九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
新
講
堂
が
竣
工
し
、
三
年
後
に
増
築
さ
れ

て
、
正
面
奥
に
奉
置
所
が
設
け
ら
れ
る
と
（
（（
（

、
最
終
的
に
は
こ
こ
に
貴
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重
品
が
安
置
さ
れ
た
。

　

一
八
九
一
年
二
月
、
校
長
は
新
任
職
員
の
就
任
時
と
、
本
校
及
び

高
等
女
学
校
生
徒
の
卒
業
時
に
限
り
、
一
回
の
み
、
御
親
署
勅
語
を

奉
拝
さ
せ
る
こ
と
を
定
め
た
（
（（
（

。
文
部
省
直
轄
学
校
と
し
て
女
高
師
に

特
別
に
下
賜
さ
れ
た
御
親
署
の
教
育
勅
語
を
奉
拝
す
る
こ
と
は
、
女

高
師
に
関
わ
る
が
ゆ
え
に
享
受
で
き
る
一
つ
の
大
き
な
特
典
で
あ
る
。

　

し
か
し
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
に
は
、
四
月
一
一
日
の
入
学

式
後
に
新
任
職
員
と
生
徒
一
般
に
御
親
署
勅
語
を
奉
拝
さ
せ
た
（
（（
（

。
こ

れ
以
後
、
新
入
生
に
も
御
親
署
勅
語
を
奉
拝
さ
せ
る
こ
と
が
慣
例
化

す
る
。
翌
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
に
は
入
学
式
後
に
新
任
職
員

と
新
入
生
に
奉
拝
の
機
会
を
与
え
、
さ
ら
に
五
月
に
在
校
の
職
員
生

徒
に
奉
拝
さ
せ
た
（
（（
（

。
し
か
も
五
月
に
は
御
親
署
勅
語
と
同
時
に
初
め

て
御
歌
も
拝
観
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
な
形
で
一
同
に

御
歌
を
拝
観
さ
せ
る
機
会
は
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
以
後
は
、
生
徒
は
入
学
時
と
卒
業
時
に
必
ず
御
親
署
勅
語

と
御
歌
を
拝
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
女
高
師
の
一
員
で

あ
る
と
い
う
自
覚
が
お
の
ず
か
ら
涵
養
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
六
月
三
日
に
昭
憲
皇
太
后
の
最
後

の
行
啓
か
ら
一
周
年
の
行
啓
記
念
会
を
開
い
た
際
に
、
特
別
に
御
歌

を
職
員
生
徒
一
同
に
拝
観
さ
せ
た
例
も
あ
り
（
（（
（

、
大
正
期
よ
り
、
御
歌

が
直
接
拝
観
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
御
歌
は
女
高
師
の
精
神
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
、
そ

の
実
物
が
あ
り
が
た
い
拝
観
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
同
時
期
に
そ
の

写
真
版
を
印
刷
し
て
配
付
す
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
初
め
は
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
で
あ
る
。
第
一

〇
回
行
啓
の
下
賜
金
で
御
歌
写
を
印
刷
し
、
記
念
と
し
て
職
員
と
本

校
及
び
高
等
女
学
校
生
徒
に
配
付
し
た
。
つ
い
で
一
九
一
四
（
大
正

三
）
年
一
〇
月
に
再
び
印
刷
し
、
本
格
的
な
配
付
が
始
ま
る
。
こ
れ

は
同
年
四
月
の
昭
憲
皇
太
后
崩
御
が
契
機
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
「
御
親
筆
御
歌
写
交
付
簿　

大
正
三
年
十
月
以
降
」
の
冒
頭
に
は
、

御
歌
写
を
印
刷
し
、
職
員
の
な
か
で
ま
だ
受
領
し
て
い
な
い
者
と
、

新
任
職
員
の
就
任
時
、
本
校
及
び
高
等
女
学
校
生
徒
の
卒
業
時
に
そ

れ
を
与
え
る
と
記
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、
女
高
師
に
関
係
す
る

す
べ
て
の
職
員
生
徒
に
配
付
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
御
歌
写
を

持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
女
高
師
の
一
員
と
し
て
認
め
ら
れ
、
ゆ
え
に
帰

属
意
識
を
高
め
る
役
割
を
果
た
し
た
。
卒
業
生
に
と
っ
て
は
、
女
高

師
卒
の
証
で
あ
り
誇
り
と
な
る
。

　

そ
し
て
翌
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
三
月
の
卒
業
式
で
、
本
校
・

高
等
女
学
校
の
卒
業
生
に
御
歌
写
が
交
付
さ
れ
た
（
（（
（

。
こ
れ
ま
で
本
校

卒
業
生
は
、
卒
業
式
に
先
立
ち
教
官
の
引
率
の
も
と
に
宮
城
を
拝
観

し
、
卒
業
式
で
卒
業
証
書
授
与
後
に
、
御
親
署
勅
語
を
奉
拝
し
教
員

免
許
状
・
奉
職
指
定
書
を
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
恒
例
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
年
よ
り
、
御
歌
の
拝
観
と
、
御
歌
写
の
交
付
が
卒
業
時
の
必
須

事
項
と
し
て
加
わ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
昭
和
戦
前
期
ま
で
踏
襲
さ
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れ
る
。

　

御
歌
写
は
、
女
高
師
の
卒
業
生
に
よ
り
現
在
も
保
管
さ
れ
て
お
り
、

お
茶
の
水
女
子
大
学
や
附
属
高
等
学
校
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

写
真
11
は
、
そ
の
う
ち
の
一
枚
で
あ
る
（
（（
（

。

　

御
歌
の
実
物
の
色
紙
の
寸
法
は
、
三
六
・
二
×
四
八
・
〇
㎝
で
あ

る
の
に
対
し
、
御
歌
写
の
寸
法
は
、
色
紙
部
分
が
三
一
・
八
×
四

〇
・
〇
㎝
、
周
囲
を
含
め
て
四
二
・
八
×
五
八
・
五
㎝
と
、
全
体
的

に
は
や
や
大
判
の
、
白
黒
の
写
真
版
で
あ
る
。

　

ま
た
御
歌
写
は
、
一
九
一
五
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
本
校
主
催
卒
業

生
等
講
習
会
の
修
了
者
に
も
交
付
し
た
（
（（
（

。
全
国
に
奉
職
し
て
い
る
卒

業
生
に
も
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
女
高
師
卒
の
証
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
文
部
省
主
催
の
全
国
師
範
学
校
長
会
議
や
全
国
高
等
女

を
訪
れ
た
記
念
と
し
て
交
付
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
主
に

一
九
一
四
年
か
ら
の
数
年
間
に
限
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
御
歌
の
実
物
は
大
正
期
に
は
直
接
拝
観
の
対
象
と
な
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
あ
る
意
味
で
は
身
近
な
存
在
と
も
な
っ
た
。
そ
し
て
写

を
作
成
し
て
交
付
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
女
高
師
に
関
係
す
る
人
々

の
帰
属
意
識
を
高
め
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す
る
一
助

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
、
昭
憲
皇
太
后
と
女
高
師
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、

主
に
皇
后
（
当
時
）
の
女
子
教
育
奨
励
の
功
績
の
側
面
か
ら
、
開
校

時
の
御
内
庫
金
の
下
賜
、
開
校
式
へ
の
行
啓
、
開
校
の
令
旨
に
つ
い

て
語
ら
れ
、
さ
ら
に
御
歌
の
下
賜
と
、
そ
れ
が
校
歌
と
な
っ
た
こ
と
、

以
後
の
度
重
な
る
行
啓
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
明
治
期
の
皇
后
の
活
動
を
も
と
に
、
女
高
師
で

は
む
し
ろ
大
正
期
以
降
に
、
積
極
的
に
昭
憲
皇
太
后
の
事
績
を
顕
彰

し
、
女
高
師
と
の
絆
を
強
調
し
た
。
そ
の
媒
介
と
な
っ
た
も
の
が
、

開
校
時
よ
り
下
賜
さ
れ
た
品
々
で
あ
る
。
そ
れ
を
特
別
に
拝
観
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
皇
太
后
の
恩
恵
を
享
受
し
、
女
高
師
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
涵
養
し
た
。

　

大
正
期
に
設
置
さ
れ
た
明
治
記
念
室
は
、
明
治
時
代
を
顕
彰
し
、

昭
憲
皇
太
后
の
遺
徳
を
偲
ぶ
場
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
、
皇
太
后
と
女

写真 11　御歌写

学
校
長
会
議
が
女
高
師
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
際
に
、
各

学
校
に
奉
掲
す
る
べ
く
御
歌

写
を
一
枚
ず
つ
贈
呈
し
、
奈

良
女
子
高
等
師
範
学
校
の
修

学
旅
行
一
行
に
対
し
て
も
、

職
員
生
徒
全
員
に
交
付
し
た
（
（（
（

。

外
部
に
対
し
て
は
、
師
範
教

育
・
女
子
教
育
の
礎
と
な
る

も
の
と
し
て
、
ま
た
女
高
師
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高
師
と
の
特
別
の
関
わ
り
に
想
い
を
巡
ら
せ
、
女
高
師
の
歴
史
を
認

識
し
て
、
あ
ら
た
め
て
師
範
教
育
・
女
子
教
育
の
使
命
を
学
ぶ
、
自

校
史
教
育
の
場
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
女
高
師
の
象
徴
と
も
言
え
る
御
歌
の
写
真
版
を
作
成
し
て

関
係
者
に
配
付
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
特
に
卒
業
生
に
と
っ
て
、
女

高
師
卒
の
証
で
あ
り
誇
り
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
女
高
師
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

皇
太
后
が
遺
し
た
有
形
無
形
の
も
の
ご
と
は
、
こ
う
し
て
女
高
師

の
精
神
的
拠
り
所
と
し
て
息
付
き
、
そ
れ
は
昭
和
戦
前
期
に
至
る
ま

で
、
皇
太
后
へ
の
崇
敬
と
追
慕
の
念
と
と
も
に
、
一
貫
し
て
保
持
さ

れ
続
け
た
。
そ
こ
に
こ
そ
昭
憲
皇
太
后
と
女
高
師
の
真
の
関
わ
り
が

あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
注（1

）　

先
行
研
究
及
び
華
族
女
学
校
に
つ
い
て
は
、
真
辺
美
佐
「
昭
憲
皇

太
后
と
華
族
女
学
校
―
設
立
及
び
改
革
に
果
た
し
た
皇
太
后
の
役

割
を
中
心
に
―
」（『
書
陵
部
紀
要
』
第
五
八
号
、
宮
内
庁
書
陵
部
、

二
〇
〇
七
年
）、
小
平
美
香
「「
女
学
」
の
す
す
め
―
や
ま
と
な
で

し
こ
た
ち
へ
の
教
え
―
」（『
神
園
』
第
八
号
、
明
治
神
宮
国
際
神

道
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
）、
ま
た
昭
憲
皇
太
后
の
伝
記
に

つ
い
て
は
、
小
田
部
雄
次
『
昭
憲
皇
太
后
・
貞
明
皇
后
―
一
筋
に

誠
を
も
ち
て
仕
へ
な
ば
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）　
「
お
茶
の
水
女
子
大
学
百
年
史
」
刊
行
委
員
会
編
『
お
茶
の
水
女

子
大
学
百
年
史
』（
以
下
、『
百
年
史
』）、
一
九
八
四
年
、
一
三
頁
。

（
3
）　
「
女
子
高
等
師
範
学
校
沿
革
大
要
」
一
九
〇
一
年
、「
東
京
女
子
高

等
師
範
学
校
沿
革
大
要　

其
二
」
一
九
一
三
年
、
と
も
に
お
茶
の

水
女
子
大
学
歴
史
資
料
館
蔵
。
そ
の
他
に
、
各
年
度
の
学
校
要
覧

で
あ
る
『（
東
京
）
女
子
高
等
師
範
学
校
一
覧
』（
以
下
、『
一
覧
』）

の
「
沿
革
略
」、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
編
『
東
京
女
子
高
等

師
範
学
校
沿
革
略
志
』
一
九
一
五
年
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校

編
『
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
沿
革
概
要
（
開
校
五
十
年
記
念
）』

一
九
二
五
年
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
編
『
東
京
女
子
高
等
師

範
学
校
六
十
年
史
』（
以
下
、『
六
十
年
史
』）、
一
九
三
四
年
。

（
4
）　

奥
田
環
・
矢
越
葉
子
「
女
高
師
と
皇
室
―
大
学
資
料
調
査
の
成
果

と
課
題
―
」（『
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
』
第
四
巻
、

二
〇
〇
八
年
）。

（
5
）　
『
六
十
年
史
』
三
六
頁
、
宮
内
庁
編
『
明
治
天
皇
紀
』
三
、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
六
九
年
、
七
〇
〇
頁
、
日
本
史
籍
協
会
編
『
木
戸

孝
允
日
記
』
三
、
マ
ツ
ノ
書
店
、
一
九
九
六
年
、
四
一
八
頁
。

（
6
）　
「
森
田
千
世
氏
関
係
資
料
」
お
茶
の
水
女
子
大
学
歴
史
資
料
館
蔵
。

（
7
）　
『
六
十
年
史
』
三
四
頁
、『
百
年
史
』
十
四
頁
。

（
8
）　
『
六
十
年
史
』
六
八
頁
、
細
川
潤
次
郎
「
皇
后
宮
陛
下
御
誕
辰
講

話　

明
治
二
十
五
年
五
月
」（『
茶
橋
録
話
』
一
、
女
子
高
等
師
範

学
校
、
一
八
九
三
年
）。

（
9
）　

お
茶
の
水
女
子
大
学
歴
史
資
料
館
蔵
。
絵
本
寸
法
一
二
・
〇
×
一

七
・
五
×
一
・
八
㎝
。

（
10
）　
『
六
十
年
史
』
八
二
頁
。

（
11
）　

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。
絵
本
寸
法
一
一
・
六
×
一

七
・
五
×
一
・
〇
㎝
。

（
12
）　
『
六
十
年
史
』
九
五
頁
。



昭憲皇太后が東京女子高等師範学校に遺したもの（奥田）319

（
13
）　

お
茶
の
水
女
子
大
学
歴
史
資
料
館
蔵
。

（
14
）　

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。

（
15
）　

作
楽
会
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
作
楽
会
百
年
の
あ
ゆ
み
』
一
九

九
二
年
、
六
八
頁
。

（
16
）　

前
掲
注
（
4
）
拙
稿
参
照
。

（
17
）　
『
六
十
年
史
』
一
〇
七
頁
、「
日
誌
」
一
九
〇
八
年
九
月
一
八
日
条
。

（
18
）　
『
六
十
年
史
』
一
二
五
頁
、「
日
誌
」
一
九
一
二
年
一
〇
月
二
八
日

条
。

（
19
）　
『
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
・
東
京
女
子
臨
時
教
員
養
成
所
一
覧

自
昭
和
十
六
年
至
昭
和
十
七
年
』
一
九
四
二
年
。

（
20
）　
「
日
誌
」
一
九
〇
四
年
一
一
月
二
九
日
条
。

（
21
）　
「
日
誌
」
一
九
〇
五
年
一
月
二
六
日
、
一
九
〇
七
年
一
一
月
二
九

日
条
。

（
22
）　

お
茶
の
水
女
子
大
学
歴
史
資
料
館
蔵
。

（
23
）　
「
日
誌
」
一
九
〇
二
年
一
〇
月
二
五
・
二
七
・
二
八
日
条
。

（
24
）　
「
日
誌
」
一
九
〇
三
年
五
月
二
三
日
条
。

（
25
）　
「
日
誌
」
一
九
〇
八
年
六
月
二
・
四
・
五
日
条
。

（
26
）　
「
日
誌
」
一
九
一
二
年
五
月
一
五
・
二
九
・
三
一
日
、
六
月
一
・

二
・
三
日
条
。

（
27
）　
『
記
念
帖
』
一
九
一
四
年
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
歴
史
資
料
館
蔵
。

（
28
）　
『
六
十
年
史
』
三
五
頁
。

（
29
）　
『
六
十
年
史
』
四
三
頁
。

（
30
）　
「
日
誌
」
一
九
一
四
年
一
二
月
一
・
二
・
三
日
条
、『
六
十
年
史
』

一
二
九
頁
。

（
31
）　
『
六
十
年
史
』
一
五
九
頁
。

（
32
）　

藤
井
利
譽
「
震
災
当
時
」（
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
高
等

女
学
校
編
『
創
立
五
十
年
』
一
九
三
二
年
）。
な
お
「
堀
君
」
と

は
当
時
小
学
校
主
事
代
理
・
教
諭
の
堀
七
蔵
で
あ
る
。

（
33
）　�

お
茶
の
水
女
子
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
（http://

archives.cf.ocha.ac.jp/

）。
こ
こ
で
は
、
開
校
の
令
旨
を
含
め
昭

憲
皇
太
后
の
令
旨
四
通
、
御
歌
「
み
が
か
ず
ば
」、
伝
酒
井
抱
一

筆
三
幅
対
画
幅
、
梨
子
地
桐
鳳
凰
蒔
絵
御
料
紙
文
匣
・
御
硯
箱
が

公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
34
）　
『
六
十
年
史
』
一
三
三
・
一
三
四
頁
。

（
35
）　

拙
稿
「
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
の
「
学
校
博
物
館
」」（『
全
国

大
学
博
物
館
学
講
座
協
議
会
研
究
紀
要
』
第
七
号
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
36
）　

桜
蔭
会
編
『
母
校
開
校
四
十
年
分
立
廿
五
年
記
念
号
』
一
九
一
五

年
、
三
六
頁
。

（
37
）　
『
記
念
帖
』
一
九
一
九
年
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
歴
史
資
料
館
蔵
。

（
38
）　
「
日
誌
」
一
九
一
四
年
四
月
二
八
日
、
七
月
八
・
一
〇
日
、
九
月

一
二
日
、
一
〇
月
一
二
日
条
。
な
お
九
月
と
一
〇
月
は
同
一
人
物

の
任
命
で
、
い
ず
れ
か
が
誤
謬
で
あ
ろ
う
。

（
39
）　

小
林
照
朗
「
中
川
先
生
追
慕
録
」（
庄
司
荘
重
郎
編
『
中
川
謙
二

郎
先
生
』
桜
蔭
会
、
一
九
二
九
年
）。

（
40
）　
『
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
・
第
六
臨
時
教
員
養
成
所
一
覧　

自

大
正
三
年
四
月
至
大
正
四
年
三
月
』
一
九
一
四
年
。

（
41
）　
「
日
誌
」
一
九
一
四
年
一
一
月
二
日
条
。
な
お
、
奈
良
女
子
高
等

師
範
学
校
の
修
学
旅
行
と
、
生
徒
た
ち
が
女
高
師
で
見
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
拙
稿
「
二
つ
の
女
高
師
―
修
学
旅
行
を
通
じ
た
交
流

―
」（
小
路
田
泰
直
編
『
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
教
育
に
お
け

る
標
本
―
教
育
に
占
め
る
「
直
観
」
の
位
置
―
』
二
〇
一
一
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
42
）　
「
日
誌
」
一
九
一
四
年
一
一
月
二
九
日
、
一
二
月
三
日
、
一
九
一

六
年
四
月
二
〇
日
、
一
一
月
二
二
日
、
一
九
一
七
年
三
月
一
〇
日
、
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八
月
一
〇
日
、
一
〇
月
三
一
日
条
。

（
43
）　
「
日
誌
」
一
九
一
六
年
一
〇
月
二
三
日
、
一
九
一
八
年
六
月
五
日
条
、

『
六
十
年
史
』
一
三
五
・
一
四
四
頁
。

（
44
）　
『
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
・
第
六
臨
時
教
員
養
成
所
一
覧　

自

大
正
八
年
四
月
至
大
正
九
年
三
月
』
一
九
二
〇
年
。

（
45
）　

小
林
照
朗
「
往
時
瑣
談
」（
前
掲
注
（
32
）『
創
立
五
十
年
』）、
堀

七
蔵
『
教
員
生
活
七
十
年
』
福
村
出
版
、
一
九
七
四
年
。

（
46
）　
「
日
誌
」
一
九
二
二
年
一
一
月
三
日
条
。

（
47
）　
「
日
誌
」
一
九
二
三
年
四
月
一
一
日
条
。

（
48
）　
「
日
誌
」
一
九
二
二
年
一
二
月
二
一
日
、
一
九
二
三
年
六
月
二
五

日
条
。

（
49
）　
「
日
誌
」
一
九
一
四
年
三
月
二
七
日
条
。

（
50
）　
「
日
誌
」
一
九
一
四
年
四
月
一
一
日
条
。

（
51
）　
「
日
誌
」
一
九
一
四
年
五
月
二
四
日
条
。

（
52
）　
「
日
誌
」
一
九
一
五
年
四
月
一
一
・
一
二
日
、
一
九
一
七
年
四
月

一
一
日
条
。

（
53
）　
「
日
誌
」
一
九
一
六
年
五
月
二
八
日
条
。

（
54
）　
「
日
誌
」
一
九
一
七
年
五
月
二
八
日
、
一
九
一
八
年
五
月
二
八
日
条
。

（
55
）　

令
旨
は
『
一
覧
』
冒
頭
の
「
勅
諭
令
旨
及
御
歌
」
項
に
ま
と
め
て

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
①
～
③
は
『
六
十
年
史
』
一
三
三
・
一

七
八
・
一
九
五
頁
、
①
・
②
・
④
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
56
）　
『
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
・
第
六
臨
時
教
員
養
成
所
一
覧　

自

大
正
六
年
四
月
至
大
正
七
年
三
月
』
一
九
一
七
年
、
一
五
四
頁
、

「
式
日
及
儀
式
次
第
」
の
「
開
校
記
念
式
」
項
。

（
57
）　
『
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
・
第
六
臨
時
教
員
養
成
所
一
覧　

自

昭
和
二
年
至
昭
和
三
年
』
一
九
二
八
年
、
八
二
頁
、
前
掲
注

（
19
）
書
七
二
頁
、
そ
れ
ぞ
れ
「
式
日
」
の
開
校
記
念
式
の
次
第
。

（
58
）　

お
茶
の
水
女
子
大
学
蔵
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
も
公
開
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
姫
路
市
立
美
術
館
他
編
『
生
誕
一
三
〇
年　

松
岡
映
丘
展
』（
神
戸
新
聞
社
、
二
〇
一
一
年
）
で
は
、「
明
治
天

皇
像
」
の
制
作
年
を
一
九
三
四
年
と
す
る
。

（
59
）　
「
昭
和
十
五
年
十
二
月
三
日
皇
后
陛
下
行
啓
記
念
写
真
帖
」
お
茶

の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。

（
60
）　
「
日
誌
」
一
八
九
七
年
一
〇
月
四
日
条
。

（
61
）　
『
女
子
高
等
師
範
学
校
一
覧　

自
明
治
三
十
一
年
四
月
至
明
治
三

十
二
年
三
月
』
一
八
九
八
年
。

（
62
）　
『
女
子
高
等
師
範
学
校
一
覧　

自
明
治
三
十
三
年
四
月
至
明
治
三

十
四
年
三
月
』
一
九
〇
〇
年
。

（
63
）　
「
日
誌
」
一
九
一
三
年
三
月
三
〇
日
条
。

（
64
）　
『
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
・
第
六
臨
時
教
員
養
成
所
一
覧　

自

大
正
二
年
四
月
至
大
正
三
年
三
月
』
一
九
一
三
年
。

（
65
）　
「
日
誌
」
一
九
〇
四
年
一
一
月
二
九
日
条
。

（
66
）　
「
日
誌
」
一
九
一
六
年
一
二
月
八
日
条
。

（
67
）　

前
掲
注
（
56
）
に
同
じ
。

（
68
）　
『
六
十
年
史
』
九
四
・
一
〇
六
・
一
二
一
・
一
三
九
・
一
九
一
頁
。

（
69
）　
『
百
年
史
』
一
五
頁
。

（
70
）　
「
女
子
高
等
師
範
学
校
記
事
」
甲
、
三
七
頁
、
お
茶
の
水
女
子
大

学
歴
史
資
料
館
蔵
。「
女
子
高
等
師
範
学
校
記
事
」
は
甲
・
乙
・

丙
の
三
冊
か
ら
成
り
、
東
京
女
子
師
範
学
校
の
創
立
時
と
、
一
八

九
〇
年
の
女
子
高
等
師
範
学
校
創
設
以
降
の
記
事
を
載
せ
る
。
編

纂
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
最
後
の
記
事
が
一
八
九
八
年
で
あ
り
、

「
女
子
高
等
師
範
学
校
沿
革
大
要
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
編
纂
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
71
）　

お
茶
の
水
女
子
大
学
歴
史
資
料
館
蔵
。

（
72
）　
「
日
誌
」
一
九
一
六
年
四
月
八
日
条
。

（
73
）　

奈
良
女
子
大
学
六
十
年
史
編
集
委
員
会
編
『
奈
良
女
子
大
学
六
十

年
史
』
一
九
七
〇
年
、
三
七
四
頁
、
奈
良
女
子
大
学
百
年
史
編
纂

委
員
会
編
『
奈
良
女
子
大
学
百
年
史
』
二
〇
一
〇
年
、
七
七
頁
。

（
74
）　
「
日
誌
」
一
九
一
七
年
一
月
一
九
日
条
。

（
75
）　
「
女
子
高
等
師
範
学
校
記
事
」
甲
、
三
六
頁
。

（
76
）　
『
六
十
年
史
』
六
二
・
六
三
頁
。

（
77
）　
「
日
誌
」
一
八
九
八
年
七
月
一
八
日
条
。

（
78
）　
「
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
沿
革
大
要　

其
二
」
第
五
章
第
一
節

「
校
地
及
校
舎
」。

（
79
）　
「
女
子
高
等
師
範
学
校
記
事
」
甲
、
一
三
五
頁
、『
六
十
年
史
』
六

四
頁
。

（
80
）　
「
日
誌
」
一
九
一
一
年
四
月
一
一
日
条
。

（
81
）　
「
日
誌
」
一
九
一
二
年
四
月
一
一
日
、
五
月
四
日
条
。

（
82
）　
「
日
誌
」
一
九
一
三
年
六
月
三
日
条
。

（
83
）　

お
茶
の
水
女
子
大
学
歴
史
資
料
館
蔵
。

（
84
）　
「
日
誌
」
一
九
一
五
年
三
月
二
五
・
二
七
日
条
。

（
85
）　

お
茶
の
水
女
子
大
学
歴
史
資
料
館
蔵
。

（
86
）　
「
日
誌
」
一
九
一
五
年
一
一
月
二
七
日
、
一
九
一
六
年
一
一
月
二

二
日
、
一
九
一
七
年
八
月
一
〇
日
条
。
な
お
一
九
一
六
・
一
九
一

七
年
に
は
、
同
時
に
明
治
記
念
室
を
開
い
て
拝
観
さ
せ
て
い
る
。

（
87
）　
「
日
誌
」
一
九
一
四
年
一
〇
月
一
六
・
二
四
日
、
一
一
月
二
日
、

一
九
一
五
年
一
〇
月
三
一
日
、
一
九
一
七
年
三
月
一
〇
日
条
。

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）


